
講

話

石

油

地

質

学

概

要

(
二
十
)完

理
聾
士

大

村

1

蔵

Ⅹ

田

本

油

田

の

地

質

及

鋳

床

乱
秋

田

油

田

の

地

質

及

鍍

庇

臥

由

利

油

田

の

地

質

及

鋸

床

佼
置
､
滑
翠
及
産
嶺

秋
田
市
の
南
方
二
旦
附
近
よ
旦
二
里
に
亙
り
日
本
海
に
近
か
-
四
個
の
抽
出
あ
rc,
(前
月
戟

カツヲネ

第

1
園
塵
照
)
地
籍
が
由
利
郡
内
に
属
す
る
を
以
て
絶
科
し
て
由
利
油
田
三
五
ふ
｡
北
棟
に
在
る
を

桂

湛

油
田
笠
試

ひ
p
大
正
八
年
三
月
開
教
さ
れ
p
足
れ
を
最
初

だし
他
の
油
田
は
順
次
閣
方
に
向
ひ
閑
験
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
｡

ハネ
ガ
ハ

カ
ツ
テ

即
ち
羽
川
油
田
は
大
正
八
年
十
二
月
.
勝

手

油
田
は
大
正
十
年
八
月
､
内
淀
川
油
田
は
大
正
十
年
十
月
に
最
初
の
油

井
の
成
功
を
見
た
も
の
で
あ
る
｡
何
れ
も
小
規
模
に
し
て
大
量
の
出
油
は
な
い
｡
哩
.
内
道
川
油
田
が
大
正
十

1
年

の
夏
期
､

1
日
の
塵
鶴

二

〇
〇
〇
喝
に
遷
せ
し
こ
･fJ
あ
も
し
も
急
激
に
衰
退
L
現
在
は

1
0
時
を
越
え
な
い
有
様

で
あ
る
｡
現
在
は
四
油
田
を
合
し
日
産
額
三
五
〇
帽
に
し
て
勝
手
油
田
､
最
も
盛
で
あ
る
O

油
贋
は
で
プ
ア
ヰ
ソ
系
に
し
て
ポ
ー
メ
は
卒
均
し
て
三
三
度
内
外
で
あ
る
｡

石
的
地
質
学
概
要
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収
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尺

度

望

旭

五
八

地
質
及
鋳
床

由
利
抽
附
を
構
成
す
る

地
層
は
中
部
だ
下
部
ビ
に
し
て
､
其
の
成

層
闘
係
は
筋

一
間
杖
状
園
だ
し
て
示

し
て

霞
い
た
.
他
の
北
部
の
油
田
地
の
地
質
だ

異
な
る
鮎
は
中
部
に
於
て
は
砂
岩
の
凝
達

著
し
-
砂
岩
､
貫
岩
の
互
暦
即
ち
丑
版
暦

を
構
成
す
る
こ
E
で
あ
る
｡
下
部
に
於
で

は
黒
色
貫
岩
中
に
白
色
耗
次
質
砂
岩
の
磯

達
多

-'
時
に
は
五
十
光
内
外
に
蓮
せ
る

も
の
も
あ
る
.

一
般
に
p
中
部
の
砂
岩
も

下
部
の
凝
次
贋
砂
岩
も
西
側
即
ち
日
本
海
岸
方
面
に
敏
速
大
に
し
て
東
に
向
ひ
著
し
-
尖
城
す
る
傾
向
が
あ
る
｡
叉
,

中
部
の
砂
岩
だ
南
部
に
畿
蓮
大
に
し
て
北
部
に
向
ひ
漸
次
減
少
す
る
0
此
の
砂
岩
の
番
蓮
減
少
の
状
態
は
箪

1
閲
の

杖
状
間
に
就
て
も
知
る
こ
と
が
出
凍
る
｡

鋸
床
は
凡
て
背
斜
構
造
の
頂
部
に
集
積
し
貯
溜
岩
は
凡
て
哲

露

に
産
衣
質
砂
岩
中
に
免
淫
せ
る
如
き
型
式
で
あ

る
｡
以
下
各
油
田
に
放
て
箇
蟹
に
簡
明
を
加

へ
て
置

-o

桂
放
油
田
は
小
規
模
な
れ
雅
'
完
金
に
近
か
き
軍
隊
状
構
造
を
成
し
.
石
油
は
其
の
雪
隈
の
項
部
の
翫
き
低
域
に

の
み
集
積
し
て
居
る
｡
鴛
笹
の
中
心
部
分
に
は
砂
岩
多
き
桂
根
暦
露
出
し
も
食
油
暦
の
露
出
も
あ
る
｡
地
下
に
於
で



四
〇
〇
米
以
内
の
石
油
は
中
部
の
桂
根
並
に
天
徳
寺
暦
中
の
砂
岩
に
鞄
浸
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
是
れ
よ
り
以
下
の
石

油
は
下
部
鴇
色
貰
岩
中
の
凝
炭
質
砂
岩
に
鞄
覆
せ
る
も
の
で
あ
る
.
次
に
柾
脱
油
関
に
て
は
地
表
よ
-
九
〇
〇
米
内

外
に
て
玄
武
岩
贋
の
倍
液
色
凝
友
岩
に
遭
著
す
る
が
.
是
は
上
部
線
色
凝
友
岩
だ
栴
す
る
も
の
で
あ
る
｡

調
川
油
田
は
比
較
的
爽
長
な
る
背
斜
構
造
の
中
心
値
域
項
部
に
頻
尿
成
鐘
さ
る
｡
地
衣
に
は
下
部
の
鼎
色
貢
岩
の

上
方
､
約

1
五
〇
米
を
露
出
す
｡
貯
潤
岩
は
凡
て
鵜
色
貫
岩
中
の
聴
衆
砂
岩
で
あ
る
｡

勝
手
油
田
は
羽
川
油
田
の
背
斜
だ
平
行
せ
る
同
凍
な
る
爽
長
の
構
造
に
し
て
騎
虎
も
其
の
項
部
に
滑
ふ
て
構
成
さ

れ
て
居
る
｡
本
背
斜
の
傾
斜
は
西
翼
(
日
本
海
側
)
に
頗
る
急
に
し
て
栗
巽
に
綻
な
る
を
以
て
地
表
に
於
け
る
中
油
固

域
は
概
L
で
来
翼
に
蔵
展
し
て
居
る
｡
石
油
は
'
大
略
四
〇
〇
米
以
内
の
も
の
は
黒
色
貰
岩
層
中
の
准
次
質
砂
岩
中

に
塊
浸
せ
る
も
の
p
而
し
て
央
れ
以
下
に
於
け
る
も
の
は
硬
質
頁
岩
中
に
介
在
せ
る
凝
次
贋
砂
岩
中
に
鞄
浸
せ
る
も

の
で
あ
る
0

内
道
川
油
田
は
勝
手
油
田
の
蘭
に
在
る
狗
立
せ
る
小
背
斜
構
造
の
頂
部
に
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
地
表
に
は
巣

色
貫
岩
露
出
す
｡
此
の
固
域
に
於
て
は
品
色
貢
岩
甲
の
耗
炭
質
砂
岩
の
登
連
頗
る
著
し
-
'
厚
き
も
の
は
五
十
米
に
遺

し
て
居
る
｡
此
の
厚
き
准
泉
質
秒
岩
中
に
愚
宵
な
る
鍍
床
登
見
さ
れ
大
正
十

tl
年
の
夏
期
頃
大
量
の
出
油
を
見
た
る

も
該
錬
床
は
該
凝
炭
質
砂
岩
中
の

一
局
部
に
限
ら
れ
居
た
わ
し
を
以
て
其
の
聴
展
は
忽
ち
中
絶
す
る
に
至
っ
た
.
此

の
現
衆
は
厚
き
凝
炭
質
砂
岩
の
大
部
分
は
硬
化
し
石
油
を
巣
降
せ
し
む

べ
き
孔
院
を
失
ひ
､

一
小
儀
域
に
於
て
の
み

ペ-

ス
ト
リ
ー
キ

孔
院
を
存
せ
る
場
谷
に
見
る
も
の
に
し
て
所
謂
P
a
y

s
t
r
e
a
k

の
好
例
で
あ
る
｡
此
の

Pay
s
t
r

eak
の
現
象
は
由

利
油
田
の
凝
炭
質
砂
岩
中
の
石
油
を
採
取
す
る
油
田
に
て
多
-
遭
遇
す
る
も
の
で
あ
る
｡

石
油
地
質
韓
概
要

望

或

五
九



地

球

約
九
容

第
六
故

国
宗

i
(

0

附

か

図

滴

田

地

茸

丁及

鋳

床

由
利
郡
の
兼
宙
隅
鳥
海
山
の
北
龍
に
近
か
き
院
内
村
に
小
筒
油
田
が
あ
る
｡
羽
越
線
卒
喋
輝
の
摘
兼
三
且
で
あ
る

該
油
田
附
進
に
は
童
-
よ
-
､
数
多
の
石
油
穆
凹
地
あ
-
'
卑
-
よ
-
牛
堀
.
上
組
井
等
の
開
港
を
見
た
る
も
差
し

た
る
出
油
を
見
ざ
わ
し
も
大
正
十
三
年
春
に
至
-
日
産
五
〇
曙
に
達
し
'
現
在
は
日
産

一
五

〇
怖
内
外
に
達
し
で
居

る
｡
本
油
田
地
方
は

一
両
に
鳥
海
山
の
火
山
岩
暦
を
被
む
-
地
層
の
露
出
甚
だ
不
良
の
蔑
め
地
質
及
構
造
の
査
定
は

頗
る
困
難
で
あ
る
.
然
か
し
大
鰭
に
放
て
附
近
の
地
質
は
童
と
し
て
砂
質
貫
岩
を
露
出
L
t
出
油
地
附
鑑
の
小
区
域

に
は
砂
岩
､
頁
岩
の
互
暦
を
露
出
し
て
居
る
｡
是
等
の
地
暦
は
多
分
.
中
部
に
鷹
す
る
社
規
暦
及
び
其
の
上
部
の
砂

袋
岩
に
相
億
す
る
も
の
ど
考

へ
て
居
る
｡
構
造
は
南
北
に
近
か
き
走
向
を
有
す
る
背
斜
構
造
に
し
て
両
翼
典
に
急
斜

せ
る
爽
長
の
も
の
で
あ
る
0
従
っ
て
餓
床
も
爽
長
で
ゐ
る
.

貯
浩
岩
は
互
安
静
中
の
砂
岩
で
あ
る
油
質
は
ボ
ー
三

1

三
度
内
外
で
あ
る
｡鼠

響

油

田

の

地

質

及

鋸

床

ヒ
ピ
キ

フタ

本
油
田
は
秋
田
騒
下
の
油
田
中
最
北
部
に
位
す
る
も
の
に
し
て
地
籍
は
山
本
那

智

柑

地
内
に
在

･Q
､
奥
射
線
二
ツ

井
輝
の
南
方
約
三
里
の
山
中
に
開
発
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
tJ3)0
大

正
九
年
頃
よ
-
出
油
を
見
た
る
も
十
分
L･i
る
教
展

を
見
ず
､

一
時
は
日
産
五
十
時
に
達
し
た
る
も
現
在
は
二
十
時
内
外
で
あ
る
.
柵
贋
は
極
め
て
濃
重
に
し
て
ポ
ー
メ

は
十

一
度
内
外
に
し
て
其
の
四
割
は
固
形
の
ア
ス
ハ
ル

ト
で
あ
る
｡

出
納
地
附
近
に
露
出
す
る
地
層
は
下
部
の
異
色
貫
岩
に
し
て
､
地
表
よ
-
約
二
〇
〇
米
に
し
て
親
面
岩
質
の
凝
次
岩

に
遭
着
す
る
.
此
の
凝
友
岩
は
響
産
衣
岩
だ
命
名
さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
､
此
の
凝
衣
岩
の
上
部
の
親
藩
に
し
て
多



孔
な
る
部
分
ーこ
石
油
を
貯
漕

し
て
居
る
｡
構
造
は
両
翼
の
傾
斜
援
漫
な
る
背
斜
に
し
て
'
石
油
の
集
積
せ
る
置
域
は

其
の
頂
部
で
あ
る
.
響
凝
灰
岩
の
層
位
的
摘
係
は
大
鰭
'
黒
色
貢
岩
の
下
部
よ
-
発
達
し
初
め
､
下
位
の
硬
質
貢
岩

の
部
分
に
厚
-
聴
遷
せ
る
も
其
の
濃
度
は
本
油
田
に
於
で
は
未

だ明
白
･,J
な
っ
て
な
い
'
此
の
聴
衆
岩
は
婁
す
る
に

上
部
純
色
凝
友
岩
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
｡
此
の
凝
庚
岩
に
封
し
黒
色
頁
岩
の
上
部
に
督
-
粗
面
岩
贋
の
厚
き
凝
衣

ナ
ナ
ク
ラ

岩
礁
連
す
｡
千
谷
川
撃
士
に
由
-

七

座

凝
次
岩
だ
命
名
さ
れ
.
本
油
田
の
周
囲
に
頗
-
露
出
し
て
居
る
.
七
座
'
響

岡
焼
衣
岩
肌
距
離
即
ち
其
の
間
に
在
る
黒
色
貫
岩
の
厚
さ
は
約
七

〇
〇
米
で
あ
る
0

&

北

海

道

油

田

の

地

質

及

鍍

庇

位
置
p
泊
革
及
産
額

北
海
道
に
於
で
現
在
.
石
油
を
産
出

し
っ
ゝ
あ
る
油
田
は
衣
の
三
ヶ
所
で
あ
る
｡
澱
も
北
に

ワ
ツ
カ
ナ
イ

ヤシ
ポ
ロ

位
す
る
は
本
渡
北
棟
の
要
港

､
稚

内

に

近
か
き

槍

幌

油
田
に
し
て
､
地
籍
は
北
見
閥
宗
谷
郡
京
谷
村
､
地
道
稚
内
線

>ク
ンナ
イ

の
幕

内

輝

の
南
東

一
旦
の
所
に
在
る
も
の
で
あ
る
｡
大
正
十
二
年
九
月
の
閑
静
に
し
て
最
近
は
良
好
の
解
凍
を
我
見

以

し
多
き
時
は
日
産
二
〇
〇
棚
以
上
に
達
し
頗
る
有
望
視
さ
れ
て
居
る
.
第
二
は
石
狩
川
の
河
口
に
近
か
-
存
在
す
る

石
狩
油
m
に
し
て
地
籍
は
石
狩
闘
石
狩
町
で
あ
る
｡
石
狩
油
田
は
明
治
弗
八
年
頃
.
外
人
食
配
の
開
拓
に
着
手
せ
し
朗

な
る
も
多
最
の
出
油
な
-
間
も
無
-
日
本
石
油
食
配
の
経
常
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
近
時
は
出
油
状
態
良
好
に
し

ユウ
ブ
ワ

フ
ルオ
ヒ

て
現
在
の
日
産
は

妄

○
曙
以
上
に
達
し
て
居
る
｡
警

正

勝
振
国

男

沸

郡

撮

老

町
附
近
に
し
て
餓
道
は
室
蘭
線

弔

キ
タ

カ
ル
trT

報

降

の
南
東
二
盟
に
潜
る
極
め
て
小
規
模
な
れ
で
も
二
佃
の
産
油
地
あ
･C,､
t
k
J振
老
油
田
'
他
を
峰

舞

油

田
な
る

が
現
在
は
線
種
し
て
弟
抑
油
m
里
方
っ
て
居
る
｡
此
の
方
南
も
明
治
珊
七
､
八
年
頃
外
人
の
着
手
せ
し
朗
な
る
も
出

納
少
t･b-
､
日
本
石
油
骨
社
の
粧
皆
に
移
り
た
る
も
の
で
あ
る
｡
近
時
'
多
少
出
肋
を
増
加
せ
L
も
未
だ

1
日
'
玉

石
的-1
地
史
串
枇
嬰

瞥

七

六

7
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○
暇
に
達

し
て
居
な
い
｡

油
質
は

1
枚
に
4't
fプ
ア
ヰ
ン
系
に
し
て
軽
質
で
あ
る
｡
噂
幌
油
田
の
も
の
は
精
々
重
-
ポ
ー
メ
は
二
十
七
度
程
度

な
る
も
P
多
量
の
パ
ラ
フ
ヰ
ン
を
含
ん
で
居
る
｡
石
狩
油
田
の
も
の
は
頗
る
轄
質
に
し
て
ポ
ー
メ
四
二
度
内
外
で
あ

る
｡
勇
緋
油
田
の
も
の
は
ボ
ー
メ
三

〇
度
内
外
に
て
前
二
者
の
中
間
に
催
し
て
居
る
0

地
質
及
鋳
床

北
海
道
の
油
田
の
地
質
は
第
二
閲
に
杜
状
圃
ビ
し
て
示
せ
る
如
き
関
係
に
あ
る
も
の
ど
余
は
考

へ

て
居
る
∪
即
ち
三
油
田
E
も
油
田
地
の
主
要
部
並
に
其
の
附
近
に
は
泥
炭
質
の
政
貿
舷
状
の
貢
岩
並
に
品
色
貫
岩
よ

カ
ハバ
タ

･Jn
な
る
貢
岩
の
暦
系
の
聴
達
を
見
て
居
る
｡
此
の
貢
岩
の
層
系
は
石
狩
問
炭
田
附
鑑
に
於
で
は
河
鼎
骨
に
生
食
し
て

居
る
｡

(

第
二
閣
幌
向
川
柱
状
同
塵
照
)河
珊
暦
は
蟹
岩
の
教
壇
の
潜
し
い
の
を
特
徴
,/J
し
て
居
る
｡
又
､
槍
幌
油
田

に
於
て
ほ
お
の
貫
岩
の
層
系
は
轡
岩
多
き
地
層
の
上
部
に
磯
遷
し
幌
向
川
万
両
の
関
係
だ
類
似
し
て
居
る
｡
又
､
右

の
貢
岩
の
暦
系
の
上
位
に
は
三
池
旧
だ
も
何
れ
も
砂
貸
賃
岩
､
頁
質
砂
岩
史
に
其
の
上
位
に
は
砂
岩
､
壁
岩
の
敏
速

を
見
る
如
き
同
様
な
る
関
係
髪
不
し
て
居
る
.
是
等
の
鮎
に
由

-
現
在
に
於
で
は
余
は
右
の
貢
岩
層
薫
は
暦
位
上
凡

て
何
箱
暦
の
上
位
に
普

-
'
飴
fJu

同
様
な
位
置
に
あ
る
も
の
ど
見
て
屠
る
｡

将
幌
油
田
に
於
て
は
石
油
は
将
幌
だ
命
名
せ
る
壇
岩
多
き
暦
系
の
砂
岩
中
よ
-
産
出
し
て
屠
る
｡
硬
質
貢
岩
は
稚

内
の
海
岸
附
近
に
露
出
せ
る
を
以
て
斯
-
命
名
し
た
の
で
あ
る
｡
石
狩
沖
田
に
放
て
は
硬
質
頁
岩
は
油
田
の
主
要
部

.(ン

に
鰐
は
れ
石
油
の

1
部
は
同
貢
岩
の
植
償
中
に
貯
溜
し
て
居
る
.
主
要
な
る
油
層
は
盤
ノ
滞
砂
岩
だ
命
名
せ
し
友
色

細
粒
砂
岩
暦
中
の
粗
鎗
な
る
部
分
に
醇
潤
し
て
居
る
｡
硬
質
貢
岩
は
油
田
地
附
近
の
望
衆
海
岸
に
著
-
露
出
せ
る
を

モ
ウ
ライ

シ
ユン
ペツ

,).ユ
ン
ぺツ

劇
で
空

家

厨

E
も
云
ひ
.
抽
田
地
の
中
心
光
る

俊

別

韓

の
名
に
由
-

俊

別

昏

ど
も
云
っ
て
居
る
｡盤
ノ
韓
砂
岩
の
下
方

石
加
地
教
準
相
好

賢

九

六三



地

球

第
九
笹

筋
六
班

男

0

六
四

に
は
島
色
貰
岩
あ
ら
其
の
下
方
に
少
量
の
砂
岩
.
墜
岩
凝
達
し
寒
た
る
が
.
怖
ら

く
河
報
暦
か
或
は
盛
れ
に
移
化
を

示
す
も
の
な
ら
ん
だ
見
て
居
る
0
男
排
抽
出
に
放
て
は
融
質
貢
岩
層
系
中
に
砂
岩
の
磯
蓮
が
多
-
､
他
の
二
油
田
だ
は

カ
〃
マィ

精
々
特
徴
を
輿
に
し
て
居
る
｡
此
の
硬
質
茸
岩
に
砂
岩
を
爽
む
如
き
静
系
を

轄

簸

暦

だ
命
名

し
て
置
い
た
｡
其
の
下

位
に
は
轡
岩
を
件
ふ
砂
岩
の
敏
也
が
多
い
｡
此
の
静
は
多
分
河
浦
腎
だ
し
て
取
故
ひ
縛
る
も
の
な
ら
ん
だ
考
え
て
居

7
ル
オ
イ

る
｡
此
の
油
田
に
於
で
は
特
に
海

老

暦

だ
命
名
し
て
置
い
た
｡
振
幾
層
は
地
表
に
於
て
も
石
油
を
含
ん
で
居
る
.
壁

索
油
円
に
於
で
は
軽
索
犀
の
上
部
よ
り
掘
入
L
t
撮
岩
層
中
の
.石
油
を
採
取
し
､
坂
岩
油
EE
に
で
は
振
老
骨
中
の
石

油
を
採
取
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
宴
之
.
北
海
道
に
於
け
る
現
在
の
産
油
膚
は
層
位
上
､
河
鼎
暦
の
上
位
乃
至
､
其
の

上
位
に
あ
る
硬
質
貫
岩
を
伴
ふ
貫
岩
簡
素
に
限
ら
れ
て
居
る
｡
然
か
し
現
在
迄
､
知
ら
る
～
地
表
の
露
預
に
由
れ
ば

石
油
は
下
部
の
含
淡
暦
を
初
め
幌
内
層
並
に
河
瑚
各
部
に
互
-
て
屡
々
発
見
さ
れ
て
居
る
｡
各
油
田
の
構
造
は
何
れ

も
背
斜
構
造
に
し
て
.
餌
床
は
背
斜
の
項
部
に
成
生
さ
れ
て
居
る
こ
E
は
他
の
油
田

だ
少

し
も
異
な
っ
て
居
な
い
.

貯
溜
所
は
石
狩
油
田
の

1
部
の
油
暦
が
二
次
的
の
悼
隙
で
あ
る
外
は
､
他
は
凡
て
砂
岩
乃
至
は
壁
岩
甲
に
浸
染
せ
る

如
き
型
式
で
あ
る
｡乳

量

.潜

油

田

の

地

質

及

鍍

尿

位
置
'
滑
革
及
達
哉

現
存
.
蔓
轡
に
放
け
る
産
油
油
円
は
新
値
州
衝
粟
郡
公
館
圧
出
横
坑
に
在
る
出
横
坑
池
田

の
み
で
あ
る
｡
此
の
外
､
該
池
田
に
隣
接
す
る
朝
水
に
於
で
多
量
の
天
然
克
期
を
噴
出
し
.
相
常
の
ガ

ソ
リ
ン
を
採
取

し
得
る
も
の
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
｡
出
横
坑
油
肘
地
方
は
姦
晦
に
於
て
は
北
部
油
m
又
は
苗
栗
油
田
だ
紙
料
さ
る
ゝ

チ
ク
ナ
ン

ビ
ヨウ
･>ツ

置
城
中
に
包
含
さ
れ
て
屠
る
｡
姦
糖
鎖
道
の

竹

商

-
迫
分
間
の

晋

栗

輝

の
兼
南
約
三
且
の
山
中
に
凝
展
し
て
居
る
O



銀
水
瓦
斯
旺t
は
兼
北
約

7.
塵
の
地
に
在
る
｡出
横
坑
油
田
は
甑
に
消
朝
時
代
よ
-
堀
峯
さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
ー額
重

複
も
直
に
事
業
に
着
手
さ
れ
た
る
も
交
通
の
不
便
孟

石
質
掘
盤
に
困
難
を
輿
ふ
る
亡
に
由
-
明
治
四
十
五
年
頃
迄
は

捗
々
し
き
成
功
を
見
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
然
か
る
に
大
正
二
年
頃
よ
･Q
掘
匙
術
の
進
歩
に
従
ひ
維
新
に
潜
む
良

好
な
る
油
層
に
到
着
す
る
に
至

-
漸
次
隆
盛
ど
な
-
更
に
大
正
十
四
年
に
至
-
避
雷
な
る
宙
域
を
南
方
に
磯
風
し
面

目
を

一
新
L
で
兼
ね
｡
現
在
は
成
功
常
初
に
於
て
は

l
日
､

一
'

0
0
0
時
以
上
を
噴
出
す
る
如
き
良
好
の
坑
井
を

現
閏
し
て
居
る
如
き
状
態
で
あ
る
.
産
油
は
寧
均
し
て
五

〇
〇
曙
以
上
に
達
し
て
居
る
｡
鼎
水
瓦
斯
出
は
新
竹
州
造

橋
庄
亦
痛
手
の
錦
水
地
内
に
在

り
､
大
正
二
年
開
馨
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
最
初
の
坑
井
の
瓦
斯
は
頗
る
猛
烈
に
し

て
坑
井
も
機
械
も
凡
て
破
壊
し
去

･D
蚤
-
制
御
し
得
ぎ
わ
し
如
き
も
の
で
あ
っ
た
｡
現
在
も
成
功
歯
初
は

l.
H
数
千

甫
北
方
尺
,<q･J噴
出
し

て居
る
.
此
の
瓦
斯
は
轟
性
に
し
て
多
量
の
ガ
ソ
リ

ン
が
採
取
さ
れ
て
居
る
｡

地
質
及
鋳
床

本
油
田
地
方
の
地
層
は
岩
磐
に
由
-
明
か
に
上
､
下
竺

一
つ
に
置
別
し
符
｡
下
部
は
精
々
破
き
背

骨
色
の
砂
岩
だ
黒
色
貫
岩
A,J
の
互
暦
に
し
て
､
金
牌
を
通
じ
て
砂
岩
の
聴
達
が
著
し
い
暦
系
で
あ
る
.
此
の
暦
素
敵

rTウ
リウ
Ihイ

余
は
後

確

礎

砂

岩
暦
だ
命
名
し
て
居
る
｡
後
堀
演
は
出
横
坑
油
EiJ附
近
を
流
る
～
河
名
に
し
て
此
の
両
岸
に
美
し
き

辛

..I.=

下

:I,.i

石
柵
地
定
礎
概
質

本
暦
系
の
露
出
が
あ
る
故
､
此
の
名
を
採
用
し
た
の
で

あ
る
｡
上
部
も
砂
岩
の
著
し
-
敏
速
せ
る
暦
系
LIB
る
も

砂
岩
は
下
部
の
如
-
融
質
な
ら
す
､
貢
岩
も
淡
次
色
に

し
て
下
部
の
如
-
濃
淡
色
な
ら
ず
､
砂
岩
'
貢
岩
非
に
下

部
の
も
の
ビ
著
し
-
相
遺
せ
る
瓢
を
直
に
艶
歌
L
得
る

男
山

六
五
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六

を
以
て
上
部
ビ
し
て
固
別
し
た
｡
上
'
下
嗣
暦
の
間
に
は
別
に
不
整
各
的
閥
係
は
磯
風
さ
れ
て
居
な
い
○
此
の
上
部

､の
層
系
を
余
は
錦
水
原
ビ
命
名
し
た
o
是
は
地
表
に
於
け
る
鶴
水
背
斜
が
ま
だ
し
て
本
暦
に
由

･a
構
成
さ
れ
て
居
る

か
ら
で
あ
る
.
朝
水
暦
の
最
下
部
即
ち
後
磯
波
砂
岩
暦
ど
の
境
界
に
督

J?
特
殊
の
慧

円
韻
色
頁
紫
暦

が
磯
通
し
て
居

フク
キ

る
.
此
の
雷

露

は
後
塊
浜
に
於
て
は
頑

基

な
る
村
落
内
に
好
-
露
出
し
､
朝
水
瓦
斯
田
に
於
て
は
背
斜
構
造
の
項

部
に
露
出
し
岩
質
の
瓢
に
於
て
も
薦
準
暦
ビ
し
て
取
扱
ひ
み
る
も
の
で
あ
る
0
而
し
て
此
の
外
本
質
岩
は
有
孔
歳
の

化
石
を
多
量
に
含
め
る
を
以
て
化
石
研
究
の
上
は
史
に
標
準
暦
ビ
し
て
暦
位
研
究
に
効
果
あ
る
も
の
/̂J
信
じ
て
居
る

此
の
地
層
を
鹿
堂
上
､
錦
水
背
斜
買
岩
層
だ
命
名
し
置
-
も
.
他
日
化
石
研
究
の
結
晃
を
待
っ
て
相
皆
名
を
附
し
た

い
昌

仙
っ
て
居
る
｡
銀
水
暦
は
合
性
だ
し
て

一
､
五

〇
〇
光
以
上
に
蓮
し
て
居
る
0
朝
水
背
斜
貫
岩
層
以
下
に
は
急

に
硬
質
の
砂
岩
暦
が
磯
達
し
で
凍
た

わ
.
余
の
所
謂

､
復
職
洪
砂
岩
瀞
系
ど
な
る
の
で
あ
る
0
出
横
油
田
の
背
斜
の

頂
上
迄
､
露
出
せ
る
部
分
の
み
に
て
も
二
七

〇
〇
〇
米
以
↓
に
連
し
て
居
る
○
此
の
聞
､
有
孔
戯
化
石
に
富
む
地
層

二
枚
､
白
色
石
基
質
に
し
て
最
も
特
徴
あ
る
砂
岩

蒜

あ
-
､
他
日
､
化
石
研
究
の
上
は
覚
に
細
別
す
る
に
至
る
な
ら

ん
も
現
在
に
て
は
凡
て
を
後
塊
終
糸
に
属
さ
し
め
て
置
-
○
後
塊
額
に
屈
す
砂
岩
の
特
徴
だ
し
て
今

一
つ
注
意
す

べ

き
鮎
は
砂
岩
の
成
層
両
に
象
形
文
字
的
の

H
ierogl
y
P
1ic

模
様
を
屡
々
散
見
す
る
こ
E
で
あ
る
0

此
の
こ
E
は
暦

系
を
鑑
別
す
る

l
助
ど
な
る
ビ
余
は
信
じ
て
居

る
｡

出
横
坑
油
田
の
構
造
は
開
裂
殆
ど
空

音

近
か
き
ま
で
急
傾
斜
を
な
す
も
'
其
の
軸
部
は
破
壊
さ
る
～
こ
ビ
無
-

轡
曲
し
鶴
床
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
て
居
る
0
而
し
て
其
の
軸
部
に
於
で
は
東
蟹
は
撃

音

近
か
き
も
､
両
翼
の

方
に
精
傾
斜
を
保
ち
平
穏
に
轡
曲
し
て
居
る
0
要
す
る
に
本
油
田
の
鶴
床
は
軸
部
の
挙
措
に
轡
曲
せ
る
部
分
に
錬
成
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さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
.
徹
っ
て
英
の
幅
員
は
極
め
て
儲

少
で
あ
る
O
反
之
､
背
斜
の
定
義
は
極
め
て
長
大
に
し
て
北

二
〇
度
東
の
走
向
を
有
し
登
延
長
十
盈
以
上
に
達
し
て
居
る

現
在
､
石
油
を
産
出
す
る
償
域
は
最
も
隆
超
せ
る
部
分
約

1

鬼
に
し
か
達
し
で
屠
ら
氾
0
政
の
鮎
に
於
で
は
本
池
田
の
購

楽
は
頗
る
長
途
で
あ
る
0
呈
玄
は
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
貯
溜
岩
は

桑
か
き
砂
瀞
ビ
さ
れ
あ
る
も
'
勘
の
如
-
急
科
せ
る
背
斜
構

造
の
轡
曲
部
に
は
瀞
間
隔
裾
'
或
は
破
砕
に
由
る
間
際
叉
は

以
上
の
原
因
に
基
因
す
る
砂
暦
の
粗
索
等
が
あ
る
こ
E
を
考

へ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
ビ
目
下
研
究
中
で
あ
る
｡

鰯
水
瓦
斯
田
は
揖
横
坑
背
斜
だ
平
行
せ
る
背
斜
構
造
な
る

雪
て

も
両
翼
の
傾
斜
は
出
横
坑
の
夫
の
如
-
急
激
な
ら
ず
､
従
っ

て
隆
起
の
濃
度
も
太
で
な
い
.
前
に
も
蓮

ペ
た
る
如
-
錦
水
圏
の
最
下
部
が
背
斜
切
頂
鮎
に
露
は
る
如
き
有
横
に
で

は
横
坑
油
田
の
項
部
に
流
し
て
二
､

0
0
0
米
以
上
層
位
上
の
差
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
0
現
在
の
瓦
斯
瀞
は
地
未
よ

り
八
〇
〇
光

-
九
〇
〇
米
間
に
介
在
せ
る
を
放
て
楯
ち
-
戚
基
白
色
砂
岩
暦
の
下
方
､
あ
ま
-
遠
か
ら
ざ
る
潜
像
に

潜
る
も
の
だ
考

へ
ら
れ
る
｡
葡
永
瓦
斯
田
の
纏
衣
は
比
の
義
斯
以
下
の
砂
岩
中
に
石
油
を
凝
鳳
す
る
こ
空
に
凝
る
O

(

完)石
油
地
質
準
匪
穿

巽

三

六
七


